
日本ホワイトヘッド・プロセス学会 第 41 回全国大会 プログラム 

 

日 程： 2019 年 12 月 21 日（土）～ 22 日（日） 

会 場： 中央学院大学・５号館 

 

 

 

12 月 21 日（土） 

 

< 理事会>   

       会場：523教室 

       時間：11時 30分～ 13時 00分 

 

< 公開シンポジウム >  

「環境と意識の存在論：ギブソン、メルロ＝ポンティ、ホワイトヘッド」      

    会場：513教室 

       時間：13時 30分～ 17時 

「生態学という形而上学―生態学的知覚論・行為論からの肝試し―」 

染谷昌義（高千穂大学人間科学部）  

「出来事あるいはプロセスとしての知覚：メルロ＝ポンティのホワイトヘッド」   

國領佳樹（立教大学他講師） 

「存在と生成を超えて：有機体の哲学の射程」  

齋藤暢人（中央学院大学現代教養学部） 

司会:本郷均（東京電機大学）  

※ 提題要旨については学会HPに掲載する予定です。 

 

< 懇親会 > 

     会場: はなぜん（我孫子市我孫子1−11−8 Tel.04-7179-0010） 

    時間: 18時〜20時 

     会費：4000円（予定）  



12 月 22 日（日）  

 

<研究発表>  

会場：513教室 

発表時間：発表 35分、質疑応答 15分 

 

10時 50分 ～ 11時 40分   

 平田一郎「ホワイトヘッドにおける表象と信念」 

司会・コメンテーター：乘立雄輝 

11時 40分 ～ 12時 30分   

村田康常「直接経験における遊びの世界開示―想像と実在の融合としての象徴作用を

てがかりに―」 

司会・コメンテーター：田中裕 

 

（昼食休憩および総会：総会については下記参照） 

 

14時 30分 ～ 15時 20分   

西脇 祐「延長抽象化の方法について―自然哲学体系と延長抽象化の方法との関連から―」 

司会・コメンテーター：塩谷賢 

15時 20分 ～ 16時 10分 

濵﨑要子「ホワイトヘッドにおける芸術の社会的役割―美的直観と真的美―」 

司会・コメンテーター：荒川善廣 

 

< 総会 >     

       会場：513教室 

       時間：13時 30分 ～ 14時 20分 

                                      以上 


